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教室の外 タスク活動 場 学習環境 人間関係 
 
 
1．はじめに University of Malaya での SEND プログラムの概要 
筆者は、SEND プログラムの実践者の一人として、マレーシアの首都クアラルンプール
南西部に位置する University of Malaya（以下、UM）に 2 週間派遣された。筆者たちは、




表 1 UM 大学において早稲田生が実施した課外活動の授業内容 




3 日目 ・「恋ダンス」をみんなで踊り、日本のポップカルチャーに触れる。 
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4 日目 ・日本の伝統文化である茶道体験。日本の「おもてなし」の精神に触れる。 
5 日目 ・『花より男子』の有名シーンの台詞を覚えて、UM 学習者が各々の役を演じる。 
6 日目 ・食文化理解、大福作り体験。 
 
上記のスケジュールの他にも、筆者たちには UM の日本人教師の受けもっている初級授





2.1 「学習者」の立場、「教師」の立場から観察した UM の学習者の言語活動 




















2.2 UM の学習者の教室外の言語活動環境 
筆者の観察から見えてきたことは、UM の学習者が教室外で日本語を使う機会がほとん
どないということだ。日本語が学べる環境が整っているのは教室の中だけである。しかし、













































































                       同国の後輩 
 































1 本稿では、UM の学生を「学習者」という言葉で統一した。 
2 「教室の外」の定義とは、先生と学習者がいる日本語の教室以外の場所を指す。 
3  本報告書の内容を全ての JFL 環境の学習者に置き換えることはできない。今回はマレーシアで
の実践実習で見えてきた考察である。 
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